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三 J 為一 立 三 J ツ^ 


サラ ー （れいはい） の やりかた 


預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーの 祝福と 平安が あります よう） は、 言いました。 

の 心 1=^ ぶ i 游鑛裝 


義務の サラ ー （れいはい） は、 ファ ジュ ルの 2 ラク ア、 ズ フルの 4 ラク ア、 アスルの 4 ラ 
クア、 マグ リブの 3 ラク ア、 そして イシ ヤーの 4 ラク ア です。 


キ ブラ （マッカの カ アバ 神殿の ぶ） 
にむ かって、 まっすぐに 立ら ましよ 
う。 そして 今から しようと する サラ 
一 （れいはい） のために、 ニー ヤ （ふ、 
の 中で 「これから〜 の サラ ーを しま 
ず」 という ふうに 意図す る こと） を 
しまし よう。 







タク ビール •タフリ ー マを 言い ま しよ 



中 

アッ ラーは 偉大です。 





•心 ] い^^ 









获 に、 この ドウ アー け斤1||) によって、 サラ ー （れいはい） をは じめ ましよう。 



「アッ ラーよ、 あなたが 菓 西を ii く 分けへ だてた ように、 わたしと わたしの 罪の 間を 蓋 ざ 
けて ください。 アッ ラーよ、 あなたが 白い 服から 巧れ を 取りの ぞくように、 わたしを わた 
しの 罪から 藉 めて くださ レ、。 アッ ラーよ、 水 や 雪 や あられに よって わたしを || から f 先い' 指め 
てくだ さい。」 





;j シ 占' 之 少^ 


苗 $ ベ 却み i $ 公共 i 苗: 
:!^ 过 f IC^ 婉 l£：SiCJluI 


が 资若驗 I ふ i 
^ ii おこ^ 鸟很 


が I 


0 〇^^じ^)、 义 け; J 、 方^ 


中 


「アウ ーズ ビッ ラー ヒッ サミー イル アリー ミ 
ハム ズイヒ ワ ナフ ヒヒ ワ ナフ スイ ヒ I 


ナツ シヤ イタ' 


ラジ - 


ン 


わたしは アッ ラー （空: てを 聴き、 見られる お 券） に、 呪われた 悪 li の 悪い ささやきと 吹き 
こみ、 そ して そのつ ばに よる fc 力から ご 加護を もと めます。 


4* 


① 「稽 けぶかく おや さしい アッ ラーの 翻 もこ おいて。 ②窒 ての# 堇は 整を 界の 当、 アッ ラーにあ ります。 
③‘稽 けぶかく おや さ しい お莫。 ④馨 幹の ちを とり もつ おち。 ⑤ あなたに こそ わたしたちは 仕え、 あなたに 
こそ 助けを もとめます。 ⑥ わたしたちを まっすぐな 這に 導いて ください。 ⑦ あなたが お篡 みを 驾 えられた 
人たち の 遣に。 あなたの お怒りを うけたり、 また 迷いの 中に ある A たちの 這に ではなく。」 



中 


「積け ぶかく おや さ しい アツ ラーの 翻 名に おいて」 

① 「言いなさい。 『かれは アツ ラー、 ただ 一人の お ホです。 

② アツ ラーは、 だれの こと も 必要と しません。 

③ アツ ラーは だれかを 生み も しません し、 だれかから 生まれ も しません でした。 

④ アツ ラーに く ら ベら れる ものは 何一つありません。」 

(あなたは この スーラ （章ぅ） だけでは なく、 これな 外の $、 または ク ルアー ン のべつ の 場所 
を^む こ ともで きます。） 








4 -* 

アッ ラーは 偉大です。 

と 言いましょう。 

それから ルクー （ふかい おじぎ） をし ます。 






巧^^^ 


ルクーを しながら、 こう 誉 いましょう。 



4 * 

接; 尖なる わた しの 至を# i しま も 


かい いじょう きすう かいい 

(これを 3 回、 または それな 上の 奇数 回 言いましょう。） 
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あらま お い 

ルクーから 頭を 上げたら、 こう 言いましょう。 


4 -* 



アツ ラーは かれを 賛美す る 者を、 聴かれます。 



4 -* 

わたし たらの 垄 よ、 あなたに こそ 賛美は あります。 
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ルクーから 證を 主げ ながら、 両手を 







サジ ダに うつりながら、 こう 言いましょう 



4 * 

アツ ラーは 偉大です。 

それから サジ ダのと きに、 こう 言いましょう 

ぶち ふみ 私 

4 * 

至高なる わた しの 主を 賛美し ます。 

(これを 3 圖、 また は それが ぶの 喜% |封嘗 います。） 






また、 両 うでは 地面に つけない 
ようにし ましよう。 


サジ ダの 間、 7 つの 体の 部分が 地面 
につく ようにし ましよう。 1) ひたい 






からだ 


サジ ダから 体を 起こしながら、 こう 言いましょう 


夕 


4 * 


からだ 


アッ ラーは 偉大です C 


それから、 体を 起こした あとに、 こう 言いましょう。 

け? じ じ 一^ぶ^ じ 少^ Ij C 5^ j'j じじ 苗、 


アツ ラーよ、 わたしを ゆるし、 お 情けを かけ、 導き、 ささえ、 

かて たか 

いやし、 糧を めぐみ、 高めて ください。 
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2 回目の サジ ダに A りながら、 こう 菁い ましょう。 

〇ソ、 



時' 

ア ッ ラーは 偉大です。 


それから サジ ダのと きに、 こう 言いましょう 

ぶふみ 

4 * 

臺请 なる わた しの 至を 賛美 します。 


かい いじょう きすう かいい 

(これを 3 回、 または それな 上の 奇数 回 言います。） 


かかとを そろえて 造を 地面に 垂直に 
蓋て、 造の 援をキ ブラの 第に むけ ま 
しよう。 


う では 地面に つける のでは なく、 
うでと 地面の 間は 空ける ようにし ます。 


サ ジ ダのと きは、 前述の とおり、 体の 
7 つの 細かを 地面に つけ ま しよう。 


2 ラク ア 目に 入る ときは、 両手を つかって 立ち上がり、 
タク ビールを 言い ま しよう。 




4 -* 

アツ ラーは 偉大です。 

ア ノレ =フ アーテ イノ、] 

1 を f 妻んで、 次の ラク アを はじめましょう。 


(すべての ラク ア で、 アル = ファー テイ ハ 章を よみます。 イマーム も、 うしろに いる 人 も、 
よまな く ては なり ません。） 
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「稽 けぶかく おや さ しい アッ ラー の 福 遂に おいて。 ②窒 ての fc 嗟は 全 世 巧の 至、 アッ ラーに あります。 
③稽 けぶかく おや さ しい おち。 ④舊 勒の自 をと り もつ おち。 ⑤ あなたに こそ わたしたちは 仕え、 
あなたに こそ 助けを もとめます。 ⑥ わたしたちを まっすぐな 這に If いてく ださい。 

⑦ あなたが お; 4 みを 与えられた 人たち の 這に。 あなたの お怒りを うけたり、 また 迷いの 中に 

ある 人たち の證 こでは なく。」 




-A 



逼兵资 クタ じを LT も 



4 * 


「情けぶ かく おや さ しい アツ ラーの 御 あに おいて 
① まことに、 われら （アツ ラーの こと） はお まえに カウ サル （藥 園の 川） を あたえた 
② だから おまえの 主の ために サラ ー （れいはい） し、 犠牲を ささげなさい。 

③ まこ とに、 おまえを きら うを こそ 根絶やしに された 者で ある。」 




この あと、 冀 摘の ラク ァで おこなった 簡じ うごきを、 

2 ラク ア目 でもく り 返し ましよう。 

「アツ ラー フ アク バル J と 言います。 

深い おじぎを します。 

難を まっすぐに 盧 こして、 キヤ ーム （詰 華を 昔た ぶ、 または 幫の幫 さ 
まで 上げる うごき） をし ます。 

1 回目の サジ ダを します。 

体を 起こして、 ジ ャルサ （2 回の サジ ダの 間にす わる こと） をし ます。 

2 回目の サジ ダを する。 
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') 1 .タク ビール 


4. サジダ 





サジ ダから 讚を h げた あと、 そのまま すわって タシャ ッフ ドを しましょう。 

心 31 い り 三 J ぃ 〇 明 ム 1 ぶ ムじ Jli 

ぶ j 雖が に: 苗 じ 


JJ 


ジ 0 c 




4 -* 


「すべての 貧 美と サラ ー （れいはい） とよい ものは、 アツ ラーの ためです。 預言者よ、 あ 
なた の 上に で 巧が あります よう。 そして アツ ラーの お 情けと 祝福が あります よう。 わたし 
たちに、 そして アツ ラーの 正しい しもべた ちの 上に 平安が あります よう。 わたしは アツ ラ 
一な 外に 神がない ことを 証言し ます。 わたしは また、 ムハンマドが アツ ラーの しもべで あ 
り 使徒で ある ことを 証言し ます。」 





人 •一 

A さし 搭で 辜夕乡 の劳を さし、 おや 
指と 中指で 「 OJ のかたち を 作り ま 
しよう。 


体を 地面に 対して まっすぐに しまし よう。 

そ して 差單を 劣を もいて 尝の关 もも とひ ざので にの せ、 
fe 巧の タシャ ッフ ドの ために ゆったり とす わり ます。 

ち 军は祸 のよう に、 おや 指と 罕摇で 「 OJ のかたち を诸り ます。 
人 さ し fe はキ ブラの 方に むけましょう。 

そして A さし 搭を みるよう にし ましよう： 



右足は 地面に 対 ■して、 垂宣 にを てま 
す。 （右足の） つまさきは キ ブラの 若 
にむ けましょう。 




アッ ラーよ、 イブ ラー ヒー ム とその •族に 栄光を さずけて くださった ように、 ムハンマド 
とその 一族に も 栄光を さずけて ください。 まことに あなた は it 美すべき 栄光の お 若です。 
アッ ラーよ、 イブ ラー ヒー ム とその •族に 結藉 をさず けて くださった ように、 ムハンマド 
とその 一族に も 祝福を おさずけく ださい。 まことに あなたは it 美すべき 栄光の お;^ です。 


料 が J t 分' y 心 y ' 心 



4 -* 


アッ ラーよ、 わたしは あなたに み滅 のばつ、 豐 のばつ、 をと 克の說 ||、 || メシアの 誌!! の義 から、 ごぶ 口 護を もとめます。 
(この ドウ ア ーの ほかに も、 ハ デ イースに ある ほかの ドウ アー をと なえる こと もで きます。） 






讚を 若に むけて、 こう 菁い ましょう 


中 


うえへ いあん なさ 

あなたた ちの 上に 平安と アッ ラーの お 情けが あ ります よう 


あたま ひだり い 

つぎに 頭を 左に むけて、 こう 言いましょう 



中 

あなたた ちの 上に 平安と アッ ラーの お 情けが あり ますよう。 
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1. 預言 着 （ァッ ラーの 平を-と 掠! があります よう） は* いました。 「あなたの 子供が 7|| 
になったら、 サラ ー （れいはい） を させなさい、 そして 1 〇慧 になったら、 ばつを あたえ 
てで も サラ ー （れいはい） させなさい。 また、 手 供たち （おとこの すと おんなの す） のね 
どこを べつべつにし なさ レ、。」 （アブー. ダー ウー ド、 アル ティル ミズ ィーに よる ハ デ ィース） 

2. 结臺 尝 （ァッ ラーの 苹姜と 溢 i があります ょぅ） はらいました。 「サラー （れいはい） 

は 人と クフ ル （を*?! 仰） の 間を わけます。」 （ムス リムに よる ハ デ ィース） 

イマーム ナ ワウ ィーは この ハ ディースの 説明の 中で、 こう 言いました。 「サラ ー （れいは 
レ、） は クフ ル （不信仰） と イス ラームの 間にある かべの ような ものです。 だから サラ ー （れ 
いはい） をし ない 人は、 クフ ル （不信仰） に 入って しまいます。」 


預言を （ァツ ラーの 平 妾と 祝福が あります よう） は 言いました。 「もし 案の まえに 小ぷが あ 
って、 まいにち そこで 己 回を を わらったら、 揮: に よごれは のこります か？」 人々 は 言い ま 
した。 「いいえ、 ほんの 少しの よごれもの こらない でしょ う。 J 預言者 （アツ ラーの 平 S と 祝福 
があります よう） は 言いました。 「それは ちょうど、 5 回の サラ ー （れいはい） のよう な も 
のです。 アツ ラーは サラ ー （れいはい） によって、 悪い おこないを 消して くれる のです。」 
(アル ブ ハーリー、 ムス リムに よる ハ デ イース） 
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お気づき の おやご 質問な どご ざいましたら、 お russalam お pan@gmail. com まで ご 気軽に ご 連 絡 下 さい。 



